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紹
　
　
　
介

下
値
等
の
究
明
を
後
に
せ
る
の
感
あ
る
は
、
前
記
著
者
の
冒
的
に

添
は
ぬ
が
如
く
考
へ
ら
れ
る
。
蓋
し
書
犀
の
需
要
に
よ
る
限
ら
れ

た
る
書
論
の
然
ら
し
め
た
る
か
。
（
三
省
堂
獲
行
、
心
胆
萱
圓
八
拾

銭
）　
　
㊥
佛
蘭
西
史
　
　
　
　
　
　
高
市
慶
雄
著

　
混
沌
た
る
グ
ル
マ
ン
潮
瀬
大
移
動
の
渦
中
に
あ
っ
て
先
づ
國
家

生
活
の
規
範
を
確
立
し
た
フ
ラ
ン
ス
、
亘
…
マ
風
・
ゲ
ル
マ
ン
風

新
赴
會
の
培
養
墓
礎
と
な
っ
た
シ
ャ
ー
ル
大
帝
の
統
一
三
家
の
申

軸
と
な
っ
た
フ
ラ
ン
ス
、
中
世
の
最
大
肚
會
暴
動
た
る
十
宇
軍
の

り
ー
ダ
ー
と
な
っ
た
フ
ラ
ン
ス
、
近
代
的
統
一
國
家
構
成
の
魁
と

な
っ
た
フ
ラ
ン
ス
、
近
世
に
於
て
外
交
の
指
導
的
地
位
に
立
つ
た

フ
ラ
ン
ス
、
一
眞
に
フ
ラ
ン
ス
こ
そ
西
洋
史
上
何
れ
の
國
に
も

ま
し
て
波
瀾
重
盛
、
饗
化
曲
折
の
歴
史
を
艦
験
し
て
観
た
國
で
あ

る
。
著
者
は
こ
の
波
瀾
を
極
め
た
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
を
、
そ
の
古

代
住
民
の
風
貌
の
叙
述
に
筆
を
趨
し
、
十
九
世
の
フ
ラ
ン
ス
文
化

を
樵
宣
…
し
て
欄
概
し
て
居
る
。
ご
輔
四
頁
の
紙
撒
を
以
て
、
一
筋

の
流
の
如
く
銃
一
あ
る
佛
蘭
西
史
を
展
開
し
て
居
る
。
証
書
が
巻

末
に
佛
粟
井
愛
年
表
、
佛
蘭
西
史
参
考
文
献
、
佛
蘭
西
王
塞
系
譜
、

　
　
　
　
　
　
餓
躍
十
・
山
ハ
巷
　

第
四
號
　
　
　
・
七
〇
四

佛
爾
西
史
興
入
名
黒
髪
聯
盟
表
、
索
引
を
附
し
て
居
る
こ
と
は
本

書
の
一
特
色
で
あ
っ
て
、
佛
薗
西
史
研
究
に
便
す
る
所
照
し
と
し

な
い
。
（
三
省
堂
嚢
行
、
定
贋
登
圓
五
拾
銭
）
〔
以
上
井
上
冒

三

巴
叢
亭
、

　
　
⑳
本
工
詐
議
員

　
　
　
　
　
三
浦
周
行
博
士
計

本
養
護
京
幕
國
壼
纂
警
從
三
位
勲
二
等
闘

秘
蔵
孤
博
士
鷲
一
浦
㎜
刑
行
氏
一
は
、
昭
一
和
気
ハ
廊
†
九
高
月
六
日
』
十
後
五
騰
門
五
十
軟
㌦
、
，
（

分
、
病
革
ま
り
濫
焉
と
し
て
麗
撫
せ
ら
る
。
哀
痛
云
ふ
と
こ
ろ
を

知
ら
す
。
博
士
は
明
治
四
年
六
月
四
日
を
以
て
島
根
縣
八
束
郡
竹

矢
村
大
字
竹
矢
五
十
一
番
地
に
生
ま
る
。
幼
に
し
て
穎
悟
、
そ
の
、

性
常
人
に
冠
す
、
心
心
等
に
父
傍
よ
り
賜
ふ
金
を
割
き
て
軍
談
の

書
を
購
ひ
耽
讃
し
、
そ
の
書
積
ん
で
等
身
に
及
べ
り
と
い
ふ
。
後

年
博
士
の
旺
盛
な
る
届
書
、
蒐
集
姓
は
既
に
此
時
に
、
繭
せ
る
な

り
。
年
長
じ
て
島
根
縣
尋
常
中
墨
校
、
私
立
東
京
英
和
學
校
を
経

て
帝
國
大
墨
文
科
大
輪
選
科
に
墨
び
、
明
治
世
六
年
六
月
そ
の
業



を
卒
ふ
。
此
頃
、
水
戸
の
大
日
本
史
編
纂
を
完
結
せ
ら
れ
し
栗
田

寛
禅
士
の
塾
に
在
り
て
日
夜
博
士
に
親
議
し
て
そ
の
學
風
に
習
ひ

ポ
く
水
戸
瞳
學
の
精
憩
を
懸
承
せ
ら
れ
た
り
と
い
ふ
。
明
治
世
八

年
四
月
史
料
編
纂
助
員
、
同
姫
二
年
史
料
編
纂
員
を
舞
命
し
、
孜

で
同
滑
八
年
史
料
編
纂
官
に
任
ぜ
ら
れ
、
專
ら
大
日
本
史
料
の
第

四
編
鎌
倉
時
代
の
編
纂
に
從
は
れ
、
精
鋤
恪
勤
、
燧
に
そ
の
編
を

完
結
せ
し
む
。
大
日
本
史
料
各
編
の
中
、
最
も
早
く
完
了
せ
る
も

の
な
り
。
其
間
明
治
鎌
四
年
、
東
京
帝
國
大
姦
に
於
け
る
法
制
類

聚
の
編
纂
を
囑
託
せ
ら
れ
、
吹
で
國
墨
院
に
日
本
法
制
史
を
講
じ

翌
滑
五
年
東
京
夕
露
大
墨
法
科
大
盛
授
業
櫓
當
を
囑
託
せ
ら
る
繍

こ
れ
博
士
の
a
本
法
制
史
研
究
の
基
礎
を
な
せ
り
。
明
治
四
十
年
、

八
月
京
都
帝
國
大
學
文
科
大
逆
に
史
墨
科
の
開
講
せ
ら
る
・
や
そ

の
講
師
と
し
て
來
任
し
、
同
四
十
二
年
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
國
史

學
第
二
講
座
を
選
任
し
事
爾
來
、
大
袖
に
て
は
主
と
し
て
日
本
中

世
愛
及
び
古
文
書
墨
等
を
講
じ
、
ま
た
同
大
墨
無
機
研
究
室
の
開

設
に
際
し
、
故
内
田
銀
藏
博
士
と
共
に
そ
の
施
設
，
整
遡
に
務
め

内
田
博
士
逝
去
の
後
は
そ
の
内
容
の
編
纂
に
力
を
魅
せ
り
。
今
日

其
室
架
藏
の
古
文
書
記
録
類
の
蒐
集
が
墾
界
に
重
き
を
な
せ
る
は

　
　
　
　
　
藁
　
　
　
　
報

博
士
の
努
力
に
依
る
と
こ
ろ
最
も
多
し
。
大
正
十
三
年
三
月
臨
時

御
歴
代
史
實
考
査
委
員
會
委
員
仰
付
け
ら
れ
、
同
十
五
年
十
月
に

は
、
そ
の
功
勢
に
よ
り
旭
日
中
綬
章
を
賜
は
り
、
昭
和
三
年
新
年

の
宮
中
御
講
書
始
の
儀
に
國
書
進
講
の
控
た
る
を
仰
付
け
ら
れ
、

翌
四
年
御
講
書
始
に
は
全
書
進
講
仰
付
け
ら
れ
し
も
、
偶
≧
宮
中

喪
に
あ
た
り
て
御
鯉
濃
と
な
り
、
翌
五
年
一
月
に
は
　
蓮
講
の
榮

を
憺
へ
り
。
省
京
都
帝
國
大
慈
に
て
は
法
楽
部
、
縄
濟
鹿
部
の
授

業
罐
當
を
命
ぜ
ら
れ
し
事
あ
り
》
其
外
朝
鮮
孚
島
史
編
纂
に
驕
す

・
霧
姦
託
せ
ら
れ
て
鰹
渡
罪
し
、
塁
な
る
資
料
瀬
見
鯵

し
て
斯
畢
に
神
癒
す
る
所
多
く
、
或
は
履
ヒ
高
等
試
験
臨
時
委
員
　
1
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

仰
付
け
ら
れ
し
事
あ
り
。
叉
大
正
十
一
年
四
月
命
を
受
け
て
鰍
米

各
國
に
遊
び
、
各
糊
膏
學
と
交
り
、
各
地
の
古
文
館
を
訪
ひ
て
蹄
’

朝
し
、
昭
和
五
年
十
月
、
外
務
雀
よ
り
簡
派
せ
ら
れ
て
支
那
に
遊

び
、
廣
東
、
南
京
、
北
黍
に
於
て
明
治
維
新
変
。
臼
本
法
制
史
を

講
じ
．
國
史
の
登
園
と
そ
の
意
義
を
説
か
る
。
爾
近
年
に
は
文
部

省
、
内
務
省
よ
り
依
囑
せ
ら
れ
混
観
期
に
於
け
る
國
民
思
想
の
善

導
、
祉
會
教
化
の
事
業
に
東
酉
奔
一
・
元
徳
B
な
く
、
そ
の
旺
盛
な
る
活

動
は
萬
入
の
驚
嘆
す
る
と
こ
ろ
な
り
き
。
昭
和
六
年
六
月
四
日
蓬

　
　
　
　
　
　
第
十
六
巻
　
第
四
號
　
　
七
〇
五



　
　
　
　
　
翼
　
　
　
報

暦
に
よ
り
任
を
辮
せ
ら
れ
し
が
、
天
朝
そ
の
在
任
中
の
功
を
思
召

さ
れ
、
帝
國
大
塩
令
第
十
三
條
に
依
り
勅
矯
を
以
て
京
都
帝
國
大

學
名
霧
教
授
の
名
構
を
授
け
ら
る
。
博
士
は
そ
の
性
、
精
鋤
恪
勤

勉
食
止
ま
す
し
て
天
稟
英
才
を
琢
磨
せ
ら
れ
し
が
，
そ
の
＼
墨
は
、

博
宏
、
史
學
攻
究
に
あ
た
り
て
、
史
料
を
縦
横
に
騙
使
し
、
よ
く

考
謹
精
細
，
而
も
た
ご
簿
識
た
る
に
あ
ら
す
し
て
よ
く
時
代
の
眞

柑
を
究
む
る
を
志
す
。
黒
本
史
の
、
濃
蓄
に
於
て
は
、
廣
く
歴
史
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

全
般
に
あ
る
も
、
迷
闇
霞
ら
得
意
と
せ
ら
る
蕊
と
こ
ろ
あ
り
。
そ

の
一
に
は
鎌
倉
時
代
史
あ
わ
。
襲
に
史
料
編
纂
員
と
し
て
鎌
倉
障

代
の
愛
料
の
編
纂
に
…
從
は
れ
、
そ
の
博
捜
の
資
料
と
深
遠
の
才
識

に
よ
り
て
東
京
帝
二
大
墨
文
科
大
虚
講
師
と
し
て
鎌
倉
時
代
史
を

講
ぜ
ら
れ
し
こ
と
あ
り
、
早
海
田
大
墨
撮
版
部
刊
行
の
「
大
日
本

時
代
庚
」
の
中
鎌
倉
時
代
の
一
編
は
藩
士
の
筆
に
係
る
と
こ
ろ
、

今
臼
鎌
倉
時
代
を
設
く
も
の
多
く
此
書
に
依
糠
す
る
二
面
な
り
と

云
ふ
べ
し
。
二
に
は
礎
本
法
制
憲
研
究
あ
り
、
襲
に
東
京
帝
國
大

潟
に
於
て
法
制
類
聚
編
纂
の
事
に
從
ひ
、
圃
大
奥
、
及
び
國
學
院

に
於
て
青
本
法
制
史
を
講
ぜ
ら
れ
し
が
、
こ
れ
畢
生
の
大
業
た
る

日
本
法
欄
史
研
究
の
基
礎
を
な
せ
り
。
其
等
業
績
は
認
め
て
「
法
・

　
　
　
　
　
　
第
十
山
ハ
巷
　
　
第
四
断
罪
　
　
　
七
〇
六

奪
却
の
研
究
」
「
績
法
制
史
の
研
究
」
に
あ
り
、
虹
ハ
に
我
國
古
法
翻
、

に
閥
係
あ
る
史
料
を
廣
く
求
め
、
國
民
生
活
と
の
關
聯
を
常
に
顧

つ
・
法
制
の
嚢
蓬
、
攣
遷
，
そ
の
精
憩
を
攻
究
せ
る
も
の
、
斯
學

嚢
蓬
の
上
に
貢
窮
す
る
と
こ
ろ
多
大
に
し
て
、
繭
春
は
さ
き
に
帝

國
學
士
院
が
そ
の
功
績
に
喧
し
て
授
賞
せ
る
も
の
な
り
。

　
其
他
博
士
の
研
究
は
、
「
日
本
史
の
研
究
」
「
B
本
史
の
研
究
第

二
毅
」
あ
り
て
、
そ
の
麗
大
な
る
著
作
は
博
士
の
深
大
な
る
學
殖

と
絶
倫
の
精
…
カ
を
示
せ
る
も
の
な
り
。
叉
大
正
十
三
年
一
月
、
堺

市
に
企
て
は
、
今
上
陛
下
の
皇
太
子
に
御
座
せ
し
暁
の
御
成
婚
紀

念
と
し
て
、
堺
市
史
編
纂
を
計
叢
す
る
や
、
搏
士
は
監
修
と
し
て

全
般
に
亙
り
指
導
し
、
昭
和
六
年
三
月
、
堺
市
礎
は
八
巻
を
以
て

完
成
し
た
る
が
秘
書
が
地
方
史
と
し
て
新
機
軸
に
富
み
既
刊
類
書

中
猷
色
の
も
の
た
る
を
得
し
は
、
偏
に
博
士
の
力
に
負
ふ
と
こ
ろ

な
り
。
禽
近
年
は
明
治
維
新
史
研
究
に
露
盤
せ
ら
れ
、
内
外
愛
料

蒐
集
に
ヵ
を
致
せ
し
が
、
昭
瀦
五
年
十
二
月
中
華
民
國
に
至
り
、

中
山
、
嶺
南
、
爾
大
息
に
明
治
維
新
史
に
験
す
る
講
演
を
な
し
、
，

翌
六
年
三
月
再
渡
し
て
北
耶
其
他
に
於
て
亦
講
ず
る
と
こ
ろ
あ

り
。
新
興
民
素
人
に
多
大
の
感
銘
を
轟
轟
へ
し
は
世
の
多
く
知
れ
る

ぐ170）



と
こ
ろ
と
す
Q

　
博
士
は
身
を
持
す
る
事
謹
嚴
に
し
て
人
を
待
つ
に
眞
攣
、
而
も

學
爾
に
弄
し
て
は
如
何
な
る
安
立
を
も
許
さ
れ
す
、
墨
生
を
指
導

す
る
に
熱
心
身
を
以
て
せ
ら
れ
し
か
ば
、
そ
の
門
下
英
才
輩
出
し

て
よ
く
そ
の
學
統
を
傳
へ
、
京
大
國
史
科
の
審
璽
然
と
し
て
聞
ゆ

明
治
四
十
三
年
讃
曳
會
を
創
立
し
て
學
生
の
研
究
機
蘭
と
し
、
昭

和
五
年
十
二
月
満
｝
　
十
周
年
と
な
る
や
、
紀
念
事
業
と
し
て
資
金

を
募
り
て
大
幸
に
寄
せ
、
永
く
國
曳
研
究
墨
生
に
補
助
た
ら
し
む
。

渠
本
章
史
學
研
究
會
に
て
は
、
も
と
摩
糠
研
究
會
講
演
集
あ
り
し

を
定
期
刊
行
の
「
史
林
」
た
ら
し
め
ん
と
謀
り
、
自
ら
編
纂
の
責
騒

任
じ
、
爾
來
十
王
年
、
よ
く
そ
の
業
を
遽
け
て
本
誌
を
し
て
斯
界

の
指
南
た
ら
し
む
る
も
の
、
博
士
の
功
多
し
ひ

　
博
士
は
日
來
脅
罷
の
強
健
を
誇
ら
れ
、
そ
の
巣
窟
の
資
を
以
て

事
大
小
と
な
く
親
し
く
見
　
一
事
を
も
忽
に
せ
す
、
萬
事
墨
譜
せ

ら
れ
、
學
術
研
究
、
欝
欝
指
導
、
祉
會
教
化
に
瀧
痒
せ
ら
れ
し
は

萬
人
の
等
し
く
畏
敬
せ
し
と
こ
ろ
、
近
年
や
、
健
康
の
勝
れ
ざ
り

し
も
、
博
士
は
何
等
意
に
介
せ
ざ
る
如
く
、
夙
夜
勉
働
、
一
日
も

そ
の
業
を
慶
せ
ら
れ
す
、
遽
に
六
月
三
日
満
壽
の
前
B
に
至
る
ま

　
　
　
　
　
藥
　
　
　
報

で
學
生
を
指
導
し
、
そ
の
老
を
告
げ
て
乞
休
す
る
の
蹄
途
、
病
院

に
赴
き
診
察
を
求
め
ら
れ
し
に
、
習
部
に
疾
患
あ
り
と
せ
ら
れ
、

静
養
を
勧
め
ら
れ
し
も
起
居
附
議
と
異
る
な
く
、
た
“
恢
復
の
遽

な
る
こ
と
を
期
し
て
七
月
二
日
京
都
大
墨
胃
腸
馨
院
に
入
院
、
加

療
に
力
め
ら
れ
、
其
後
症
状
平
易
と
な
り
、
八
月
初
旬
に
は
歩
行

を
許
さ
る
ま
で
に
至
り
し
も
周
月
十
四
日
俄
然
と
し
て
急
憂
し
、

九
n
月
四
日
危
篤
に
陥
…
り
、
心
心
六
日
午
油
田
五
階
五
十
瓜
刀
遽
に
長
配
馴
せ

ら
る
。
享
年
六
十
有
一
、
翌
七
日
夜
密
葬
の
儀
を
行
ふ
。

　
麗
去
の
報
天
朝
に
蓬
す
る
や
、
畏
く
も
生
前
の
功
勢
を
思
召
さ

れ
、
勅
使
を
差
遣
せ
ら
れ
、
露
前
に
幣
吊
叢
に
祭
漿
料
を
下
賜
せ

ら
れ
た
り
。
九
月
十
臼
午
後
…
時
よ
り
寺
町
天
子
寺
に
於
て
終
焉

の
儀
を
執
行
す
。
京
都
帝
國
大
憲
文
北
部
職
員
有
志
、
京
都
銀
建
大

音
文
學
部
學
友
會
、
史
學
研
究
會
、
受
業
生
一
岡
、
護
史
會
、
史
料
編

纂
所
職
員
、
東
北
帝
遠
大
塵
・
法
文
學
部
母
宮
有
志
、
豪
北
帝
國
大
學

文
政
墨
真
教
宮
有
志
、
．
大
阪
中
央
放
途
局
、
堺
市
、
大
阪
朝
日
新

聞
肚
、
大
阪
侮
日
新
聞
祉
、
島
根
縣
友
會
、
大
谷
大
學
國
史
研
究

會
，
出
田
近
之
助
氏
、
和
田
彌
三
郎
氏
、
青
地
重
夫
氏
等
よ
り
供

へ
ら
れ
た
る
約
五
十
基
の
立
花
、
花
環
は
楽
書
を
埋
め
て
蕪
巌
を

　
　
　
　
　
　
第
十
恥
ハ
巷
　
第
四
號
　
　
　
七
〇
七
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藁
　
　
　
報

添
へ
、
香
煙
立
ち
こ
め
て
英
験
を
守
る
。
導
師
の
業
炬
，
讃
維
の

後
京
都
帝
國
大
吉
文
墨
部
長
濱
田
耕
作
博
士
の
祭
詞
、
東
京
帝
國

大
墨
文
墨
部
長
代
理
黒
板
勝
美
博
士
、
大
谷
大
翼
々
長
上
杉
文
秀

師
、
堺
市
長
森
本
仁
李
氏
、
受
業
生
総
代
清
原
寅
雄
博
士
の
弔
詞

あ
り
、
喪
主
潤
氏
以
下
三
族
親
戚
の
焼
香
に
つ
い
で
京
都
帝
國
大

上
総
長
新
城
新
興
博
士
、
京
都
帝
國
大
半
文
學
部
総
代
濱
田
部
長

東
京
帝
國
大
裁
、
同
史
料
編
纂
所
総
代
黒
板
勝
美
博
士
、
大
谷
大

鴬
野
代
重
永
潜
氏
、
國
墨
院
大
骨
敏
授
総
代
植
太
直
一
郎
氏
、
紳

密
皇
嗣
館
総
代
佐
藤
虎
雄
氏
、
京
都
帝
事
大
墨
史
書
研
究
會
総
代

羽
田
亨
博
士
、
東
京
帝
風
大
學
史
學
會
総
代
黒
板
勝
美
博
士
、
島

根
縣
人
會
縮
代
池
田
松
五
郎
氏
，
受
業
生
総
代
塵
・
生
日
置
彌
三
郎

杉
陶
憲
一
の
焼
香
禮
郵
あ
り
、
引
響
き
午
後
二
酵
よ
り
一
般
知
友

の
告
別
式
に
移
る
。
會
葬
者
無
慮
六
百
名
香
を
焚
き
て
博
士
の
籔

永
久
に
安
か
れ
と
駈
れ
り
ゆ
斯
く
て
文
恪
星
章
田
撃
墜
居
士
の
英

璽
は
安
ら
け
く
華
藏
の
費
宮
へ
首
途
せ
ら
れ
た
る
な
り
。
謹
み
記

し
て
博
士
の
麗
去
を
悼
む
。
濱
田
文
墨
部
長
、
京
都
帝
國
大
學
文

撃
部
史
豊
科
受
業
生
総
代
清
原
貞
雄
氏
の
捧
げ
た
る
弔
詞
は
左
の

如
し
。
〔
西
田
・
藤
記
〕

　
　
　
　
　
　
餓
が
十
山
ハ
巻
　
　
錐
〃
四
脚
　
　
　
七
〇
入

　
　
　
　
祭
　
　
詞

京
都
帝
國
大
聖
女
畢
部
長
濱
田
耕
作
謹
ミ
テ
故
京
都
響
國
大
畢
名

撫
教
授
文
墨
博
士
三
浦
周
行
君
ノ
購
テ
祭
り
且
之
二
等
ゲ
テ
日
ク

辺
土
敏
ノ
資
テ
以
テ
夙
二
業
ラ
東
京
帝
國
大
學
二
等
メ
、
後
職
ラ

愛
楽
二
｛
奉
ジ
、
明
治
…
四
十
年
・
本
腰
二
來
任
シ
襯
脚
來
國
史
ノ
嚇
講
席
テ

主
ル
コ
ト
凡
二
十
有
七
年
、
國
史
ラ
シ
テ
欝
欝
的
墓
礎
ノ
上
二
樹

†…

Z
シ
メ
シ
モ
ノ
君
ノ
カ
ニ
員
フ
ト
コ
ロ
妙
シ
ト
ナ
サ
ズ
、
今
夏

満
ラ
購
シ
テ
乞
休
シ
、
一
旦
病
ヲ
獲
テ
逡
二
超
タ
ズ
、
歎
悼
至
切

極
マ
ル
ト
コ
ロ
テ
知
ラ
ズ
、
藪
二
畢
部
テ
代
表
シ
テ
敬
ミ
テ
哀
莫

ノ
禮
ヲ
致
ス
、
購
や
知
ル
ア
ラ
バ
斯
ノ
衷
惰
ヲ
肇
ミ
ョ

　
昭
和
六
年
九
月
十
日

　
　
　
　
　
　
　
京
都
帝
國
大
乱
文
學
部
長
　
記
田
耕
作

　
　
　
　
弔
　
　
　
僻

故
文
學
博
士
三
浦
周
行
先
生
、
そ
の
深
湛
該
博
な
る
墨
識
を
以
て

京
都
帝
芸
大
墨
史
墨
科
の
墓
礎
を
確
立
せ
ら
れ
、
爾
來
畢
生
の
教

導
に
カ
を
早
し
給
ふ
こ
と
二
十
餓
年
，
功
成
り
名
書
け
て
公
職
を

退
き
給
ひ
其
後
静
か
に
像
生
を
樂
む
と
共
に
、
其
覆
蓄
を
傾
け
て

盆
々
墨
界
を
盆
し
我
が
帝
國
の
文
化
に
光
彩
を
添
へ
給
は
ん
と
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し
、
そ
の
肚
な
る
意
氣
を
先
生
御
口
つ
か
ら
吾
等
に
漏
ら
さ
れ
た

事
は
吾
等
門
生
を
し
て
感
激
措
く
能
は
ざ
ら
し
め
た
所
で
あ
り
ま

す
、
然
る
に
今
春
來
重
き
病
に
冒
さ
れ
給
ひ
、
先
生
か
ら
そ
の
肚

綱
を
承
っ
て
後
端
に
撒
ヶ
月
、
今
突
如
と
し
て
此
の
悲
に
接
し
よ

う
と
は
吾
等
の
夢
に
も
思
は
な
か
っ
た
所
で
あ
り
ま
す

撒
十
年
來
殆
ん
ど
不
眠
不
休
の
努
力
を
引
け
ら
れ
た
先
帆
は
、
實

に
日
本
帝
國
の
た
め
京
都
大
學
の
た
め
御
旧
身
を
捧
げ
ら
れ
た
や

う
な
も
の
で
あ
り
ま
す
，
吾
等
門
生
は
今
世
に
亡
き
先
生
に
封
し

て
そ
の
宏
恩
に
報
ふ
る
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
，
只
國
家
の
た
め
に

御
一
身
を
捧
げ
ら
れ
た
先
生
の
御
製
憩
だ
け
は
是
露
共
嗣
ぎ
た
い

と
願
っ
て
居
の
ま
す
、
先
生
の
不
噺
の
御
努
力
に
封
し
て
其
の
十

が
丁
蟹
眞
似
る
事
も
到
底
吾
等
に
は
出
凋
ま
せ
ん
が
、
せ
め
て
そ

の
心
持
だ
け
は
懐
い
て
、
身
を
以
て
示
し
て
下
さ
れ
た
先
生
の
教

に
添
ふ
や
う
に
努
め
た
い
と
思
ひ
ま
す
、
先
生
在
天
の
英
聡
，
吾

等
門
生
の
此
の
壁
悟
を
聞
か
れ
莞
爾
と
し
て
微
笑
し
て
下
さ
る
な

ら
ば
、
吾
等
は
之
を
以
て
悲
の
中
の
慰
め
と
致
し
ま
す

　
昭
和
山
ハ
年
九
月
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
受
業
生
総
代
　
清
原
貞
雄

　
　
　
　
　
　
藁
　
　
　
報

　
　
故
三
浦
周
行
博
士
略
歴

明
治
四
蛇
・
山
ハ
舟
四
日
　
　
誕
生

門
阿
　
　
　
乱
μ
山
ハ
年
山
ハ
　
　
月
　
　
帝
甲
國
大
網
丈
科
一
八
思
聖
蘭
四
史
科
修
〃
業
．

同
　
　
廿
八
年
二
月
一
．
一
日
　
営
舘
（
帝
國
博
物
館
、
歴
二
部
三
品
坂
調
及
管

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
惣
務
な
囑
託
す

同
　
　
年
四
月
八
目
史
料
編
纂
助
員
為
命
す

同
　
　
　
年
同
月
十
五
日
　
依
願
歴
吏
三
千
品
坂
調
査
管
理
事
務
囑
託
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
解
く
　
　
　
　
　
＼

同
　
　
冊
年
七
月
十
五
日
　
本
年
賜
暇
中
位
省
の
序
た
以
て
禺
雲
國
杵
築

　
　
　
　
　
　
町
　
　
　
家
北
島
．
二
家
所
引
湯
丈
書
の
取
調
た
命
ず

同
　
　
姫
三
年
四
月
一
日
　
史
料
編
纂
員
准
命
す

同
　
　
冊
四
年
ご
月
五
日
　
東
京
帝
國
大
沼
法
科
大
受
に
於
け
る
法
捌
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聚
編
纂
な
囑
託
す

同
　
　
　
　
年
三
月
五
日
置
東
京
麿
私
立
國
學
院
法
制
科
教
員
☆
ろ
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
認
可
す

同
　
骨
五
年
†
月
背
五
日
　
東
京
帝
國
大
學
法
科
大
學
に
於
け
る
法
制
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聚
編
纂
囑
託
謎
解
き
更
に
東
京
帝
國
大
學
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
科
大
量
授
業
だ
囑
託
す

同
　
　
冊
六
、
陥
牛
三
月
十
四
口
口
　
｛
果
京
詞
附
醐
大
土
文
科
大
墨
蜘
購
師
為
囎
…
託
す

岡
　
　
　
年
四
月
廿
三
日
　
依
願
東
京
帝
國
大
學
法
科
大
回
授
業
囑
託
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
解
く

同
　
骨
七
年
五
月
甘
入
日
　
史
料
蒐
集
の
爲
め
蹴
附
森
縣
下
へ
更
｛
蹟
踏
査
の

　
　
　
　
　
　
第
十
山
ハ
径
　
第
四
號
　
　
　
七
〇
九
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同同同詞同同同

糞
．

年
七
月
十
一
日

　
　
年
同
月
十
三
日

冊
八
年
四
月
一
日

　
　
年
五
月
廿
九
日

年
六
月
百
日

年
七
月
十
一
日

年
九
月
十
五
日

同
　
冊
九
年
七
月
十
｝
日

同同同同飼同

　
　
年
十
二
月
三
日

四
十
年
五
月
十
口

　
　
年
八
月
十
ご
欝

　
　
年
同
月
同
日

　
　
年
同
月
同
日

年
同
月
十
六
日

報爲
め
、
｛
漏
島
、
宮
城
、
山
冴
手
の
三
縣
下
へ
切

張
な
命
ず

東
京
二
塁
大
量
丈
科
大
言
講
師
の
囑
託
為
解

く明
治
三
十
入
興
七
月
十
U
ま
で
東
京
帝
國
文

學
丈
科
大
學
講
師
な
蝸
託
す
，

任
史
料
編
纂
官
、
艘
由
渦
等
官
山
ハ
竺
V

史
料
編
纂
上
取
調
の
爲
め
帥
奈
川
縣
下
鎌
倉

へ
田
張
た
命
ず

叙
正
七
位

萌
活
三
十
九
年
七
月
唐
臼
ま
で
東
京
帝
圏
大

學
文
科
大
學
講
師
た
嚇
託
す

史
料
肺
鬼
集
の
爲
∵
の
山
尽
都
由
肘
、
奈
良
縣
下
へ
繊

張
を
命
ず

明
治
四
十
年
七
月
十
日
ま
で
東
京
帝
國
大
學

丈
科
大
匠
講
師
な
囑
託
す

講
師
囑
託
の
期
限
な
解
除
す

（
京
都
帝
國
大
學
）
國
史
材
料
蒐
集
為
囑
託
す

依
畷
免
本
官

國
史
材
料
蒐
集
の
囑
託
為
解
く

京
都
帝
日
大
野
丈
科
大
學
醐
吏
學
講
師
た
囑

託
す、

依
願
東
京
帝
甚
大
三
女
科
大
學
講
師
囑
託
な
．

第
†
六
巷

同
　
　
　
年
同
月
同
日

同
四
十
二
年
五
嘱
廿
五
日

同
　
　
　
年
同
月
同
臼

同
　
　
　
年
同
月
同
日

同
　
　
　
年
七
月
二
十
日

同
　
　
年
十
月
置
入
日

同
四
十
囲
困
年
山
ハ
日
〃
晶
勧
四
日

同
　
　
　
年
九
月
通
日

大
正
二
年
七
月
十
一
日

同
　
　
年
九
月
斎
日

同
　
　
四
年
三
月
十
二
H

同
年
四
月
廿
四
日

同
　
　
年
入
月
滑
一
日

同
五
年
二
月
七
H

同同同同同
　
　
年
二
月
十
八
混

　
　
年
七
月
仕
九
旺

　
　
受
月
黒
日

七
年
十
二
月
骨
七
“

　
入
年
三
月
廿
四
日

・
第
四
號
　
　
七
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㍉

，
解
く

史
料
編
纂
補
助
た
囑
託
す

任
京
都
帝
國
大
骨
下
歯
大
學
教
授

叙
高
等
官
五
等

國
吏
學
第
二
講
座
婚
任
為
命
す

叙
從
六
位
．

丈
學
博
士
（
論
稿
提
出
）

陞
叙
嵩
警
官
四
等

叙
正
六
位

空
拳
高
等
官
三
等

叙
從
五
位

F

京
都
に
關
す
る
學
生
修
學
旅
行
案
内
の
坂
調

を
囑
託
す

御
大
典
賀
表
装
飾
に
醐
す
る
取
調
委
員
為
賜

託
す
本
學
法
科
大
學
法
捌
史
授
業
捲
當

立
太
子
式
三
遷
二
手
に
關
す
る
取
調
委
員
為

囑
託
す

朝
鮮
牛
島
史
編
纂
に
關
で
る
事
務
な
囑
託
す
、

陞
叙
高
息
官
二
等
　
　
　
　
、

叙
正
五
位

叙
鋤
四
等
授
瑞
蜜
章

來
宮
御
成
年
式
遠
図
並
賀
箋
装
彿
に
閥
す
る
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囁
陶

年
四
月
一

大
正
＋
年
五
月
ナ
日

同同同岡同岡同同同同
　
　
年
八
月
十
五
日

　
　
年
九
月
骨
日

　
年
十
一
月
廿
九
日

　
　
年
十
｝
野
饗
日

十
一
年
四
児
一
日

　
　
年
五
冠
七
獄

　
年
十
二
月
骨
五
日

十
二
年
、
三
月
冊
一
日

　
十
三
年
三
月
八
日

十
五
年
三
月
舞
一
日

　
　
年
十
月
甘
八
日

同
　
　
年
十
月
骨
入
日

同
　
　
年
十
一
月
一
日

昭
和
二
年
十
二
月
廿
二
日

同
，
三
年
十
一
月
二
四
日

誌

　
　
取
調
委
員
た
囑
託
す

日
　
官
制
改
正
に
付
僻
令
を
尊
び
す
京
都
帝
閣
大

　
　
學
敏
授
に
移
り
丈
三
部
勤
務
と
な
る

　
　
本
學
経
口
學
千
旦
菓
耀
當
た
命
ず

　
　
陞
叙
商
等
官
一
等

　
　
叙
景
四
位

　
　
（
佛
教
大
學
）
講
師
な
嘱
託
す

　
　
叙
鋤
三
等
授
瑞
費
章

　
　
難
山
米
各
閥
門
へ
欝
張
㎜
壷
鐙
付

　
　
京
都
獲

　
　
麟
朝

　
　
諦
観
學
日
日
本
経
濟
史
授
業
四
望
な
解
く

　
　
臨
畦
御
歴
代
史
實
考
査
委
長
會
委
員
被
仰
付

　
　
本
學
法
學
唱
法
通
史
授
業
辮
當
な
免
す

　
　
臨
時
御
整
代
史
實
考
竃
委
員
會
委
員
の
職
を

　
　
奉
し
盤
力
紗
か
ら
す
依
て
魁
日
中
綬
章
な
賜

　
　
ふ

　
　
授
旭
日
中
綬
章

　
　
叙
正
四
位

　
　
昭
和
三
年
一
月
講
書
始
の
儀
に
回
書
溝
講
知

　
　
被
仰
付

　
　
昭
和
三
年
勅
令
第
百
入
選
入
號
の
旨
に
依
り

　
　
大
駆
記
念
章
為
授
興
ぜ
ら
る

　
鴇

草同

年年
同十

月B
同骨
　入
日日

同同同同同同同同同同同．嗣同

四
年
謙
遜
十
九
日

年
十
二
月
十
入
日

五
年
一
月
廿
五
日

　
年
五
月
十
六
日

　
年
十
月
十
三
日

　
年
十
二
月
五
日

山
ハ
h
年
一
月
骨
一
日
門

　
年
二
月
＋
入
日

　
年
五
月
廿
九
日

　
年
七
月
十
五
日

　
年
同
月
十
七
日

年
洞
月
廿
日

年
同
月
冊
一
、
日

叙
勲
二
筈
授
瑞
蜜
章

明
年
謙
見
始
の
儀
に
園
書
進
講
被
仰
付
（
富

巾
喪
に
付
取
止
）

高
等
試
瞼
臨
暗
委
員
被
仰
付

明
年
講
響
始
の
雛
に
終
回
進
講
被
仰
付

高
等
試
験
鴎
時
委
員
被
免

高
等
試
験
臨
確
委
員
小
磯
付

山
脚
憎
那
へ
用
三
姫
な
命
ず

寓
獲
高
等
試
験
臨
畦
委
員
被
免

麟
朝
痛
等
試
験
臨
暗
委
員
被
仰
付

依
願
免
租
官

商
等
試
験
臨
畦
委
員
被
仰
付
勅
任
官
た
以
て

待
遇
ぜ
ら
る

帝
國
大
墨
令
第
十
ヨ
條
に
依
り
勅
旨
な
以
て

京
都
帝
國
大
墨
名
蓼
教
授
の
名
稻
か
授
く

絞
從
三
位

㊨
明
治
史
研
究
會

，
第
十
五
回
例
會
　
四
月
二
十
八
田
午
後
六
時
牟
よ
り
樂
友
會
館

に
て
開
催
、
三
、
浦
内
牧
雨
敏
授
以
下
二
＋
一
名
禺
席
、
左
の
講
演

　
　
　
　
　
　
　
筆
十
山
ハ
谷
・
勲
閥
、
號
　
　
七
、
二
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繋
．
　
　
報

あ
り
＋
時
散
會
。

　
一
、
明
治
初
年
の
三
明
論
に
就
い
て
　
　
　
時
野
谷
勝
君

　
一
、
中
華
民
國
の
明
治
維
新
興
研
吟
興
に
就
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
周
行
君

　
第
十
六
四
例
會
　
五
月
二
十
七
日
午
後
六
時
牟
よ
り
樂
友
會
館

に
て
開
催
、
三
浦
教
授
以
下
十
七
名
崩
席
、
左
の
講
演
あ
り
て
十

時
散
會
。

　
「
、
明
治
陸
軍
の
建
設
と
護
達
　
　
　
　
　
林
部
　
與
吉
君

　
一
、
鯛
治
初
期
洋
學
敏
育
の
一
知
見
　
　
　
加
藤
竹
男
君

　
第
十
七
回
平
帯
　
六
月
二
十
三
日
午
後
六
時
孚
よ
り
樂
友
會
舘

に
て
開
催
、
牧
敏
授
以
下
出
席
者
十
五
名
識
の
講
演
あ
り
十
時
散

発
。　

一
、
奮
幕
匿
の
救
濟
罵
就
い
て
　
　
　
　
山
本
正
信
君

　
一
、
明
治
初
年
の
地
理
學
　
　
　
　
　
　
藤
田
　
元
春
君

　
　
⑱
民
俗
學
研
究
會

　
例
會
　
　
二
月
…
四
日
　

思憎

ｶ
集
余
田
砿
川
南
室
に
で
午
後
六
時
ぬ
＋
よ
り

開
會
。
西
田
敏
授
以
下
三
十
三
名
出
席
。

　
｝
、
民
俗
墨
の
基
礎
に
關
す
る
二
三
の
問
題
　
池
田
源
太
氏

　
　
　
　
　
　
第
十
六
徐
一
　
第
四
號
　
　
　
・
七
一
、
二

　
一
、
蒙
古
民
族
の
季
節
的
移
動
と
そ
の
生
活
に
及
す
影
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
野
．
，
清
叫
氏

　
一
、
オ
リ
ン
ピ
ヤ
の
競
技
　
　
　
　
　
　
原
　
　
三
園
氏

　
相
談
會
　
三
月
十
五
日
　
學
友
旧
館
六
三
室
に
於
て
。
西
田
教

授
外
十
三
氏
、
決
定
事
項
。

　
肥
後
氏
探
訪
組
織
に
つ
き
詳
細
説
明
あ
り
。
三
班
に
分
っ
て
調

査
を
な
し
探
訪
す
る
こ
と
に
可
決
す
。

　
二
幅
班
（
北
部
方
面
）
杉
岡
、
勝
谷
、
水
野
、
森
、
三
宅
諸
氏

　
第
二
斑
（
南
部
方
面
）
山
根
肥
後
氏
等
。

　
第
三
班
（
西
部
方
面
）
井
上
、
池
田
、
岸
本
の
諸
氏
が
う
け
も
つ

こ
と
に
決
す
筒
探
訪
用
紙
調
製
①
件
に
つ
き
決
議
す
。

　
例
會
　
五
月
四
臼
　
學
生
集
會
所
南
室
に
て
午
後
六
時
牟
開
會

西
田
教
授
以
下
四
十
二
名
臨
席
〇

　
一
、
タ
ク
ミ
ナ
ガ
タ
の
紳
に
つ
い
て
　
　
　
肥
後
　
和
男
氏

　
一
、
英
國
の
巫
女
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
牟
澤
儀
」
郎
氏

　
一
、
民
俗
墨
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
西
田
直
二
郎
氏

　
柳
田
國
男
氏
歎
迎
會
　
五
月
十
一
自
午
後
堅
塁
よ
り
樂
友
會
館

に
て
開
催
、
九
州
地
方
黒
焦
蹄
途
の
氏
を
擁
し
て
歎
迎
會
を
開
き
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．



席
上
「
郷
土
研
究
の
近
況
に
つ
き
」
の
講
話
あ
り
後
ち
別
室
に
て
西

田
敏
学
外
二
十
二
名
晩
餐
を
共
に
し
つ
い
で
休
憩
室
に
て
稗
田
氏

を
中
心
と
し
て
座
談
を
試
み
寝
の
堅
く
る
を
具
え
な
か
っ
た
。

　
大
工
　
六
月
六
日
　
樂
友
會
館
大
講
堂
に
て
。
午
後
四
時
開

會
。

一
　
開
會
の
瀞
　
　
　
　
　
　
　
幹
事
木
村

一
、
民
螢
の
性
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳

一
、
毫
潤
の
民
俗
大
阪
外
國
語
學
校
教
授
淺
井

吋
、
雷
鳴
と
桑
樹
（
落
雷
と
桑
原
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
一
列
授
　
萩
村

一
，
閉
會
の
僻
　
　
　
　
　
　
　
幹
事
　
大
橋

武
夫
氏

宗
挽
氏

恵
倫
氏

博
士

克
郎
氏

爾
當
日
會
揚
に
は
國
史
陳
列
室
所
藏
の
各
地
民
俗
學
的
資
料
そ
の

中
主
な
る
も
の
は
ジ
ヤ
バ
探
集
影
回
操
人
形
（
ツ
ー
ヤ
ン
）
及
び
肇

灘
土
人
袖
無
衣
、
冑
、
木
装
舟
、
叉
ア
イ
ヌ
熊
祭
用
具
、
臼
本
各
地

の
信
仰
關
係
の
玩
具
類
な
ど
無
慮
数
百
鮎
）
を
陳
列
し
、
兼
ね
て

同
目
録
及
一
部
の
エ
ハ
ガ
キ
を
頒
布
し
た
。
叉
淺
井
氏
蒐
集
の
肇
硝

灘
蕃
人
に
關
す
る
資
料
及
び
明
石
國
助
氏
蒐
集
に
か
、
る
徳
川
時

代
奥
女
中
の
髪
飾
等
の
塁
壁
も
あ
り
、
聴
衆
約
三
百
名
，
仲
々
の

　
　
　
　
　
會
　
　
　
曲

屋
會
で
あ
っ
た
。
講
演
終
了
後
、
晩
餐
會
を
行
ひ
、
本
日
の
講
師

を
始
め
西
田
教
授
以
下
十
三
名
参
會
。
十
時
牟
終
了
す
。

　
寄
留
　
七
月
九
日
午
後
七
時
孚
ま
り
百
萬
遍
か
ぎ
や
穫
上
に
於

て
開
催
。
當
夜
雷
雨
す
さ
ま
じ
か
り
け
る
が
画
す
る
も
の
二
＋
五

名
。
講
演
左
の
如
し
。

　
一
、
ラ
キ
ナ
ガ
タ
ラ
シ
ヒ
メ
の
話
　
　
　
　
手
束
　
弘
保
氏

　
一
、
星
降
り
の
井
と
鏡
の
水
　
　
　
　
　
井
上
損
壽
氏

　
一
、
民
俗
墨
と
襲
爵
學
と
の
關
係
　
　
　
　
本
田
喜
代
治
氏

會

報

　
　
會
　
員
　
動
　
静

　
　
　
⑳
入
　
　
　
會

東
京
市
本
所
魑
厩
橋
二
丁
目
ニ
ノ
三

東
京
府
荏
原
郡
目
黒
町
下
臼
黒
九
七
四

紳
戸
市
李
野
上
紙
園
冊
哺
〇
三
、
土
妓
方

　
　
右
紹
介
　
・
　
　
島
田
・
貞
彦
氏

　
　
　
　
　
　
第
十
「
山
ハ
巷
　
　
第
四
㎜
鱗
　
　
　
七
｝
三

玉
川
　
公
也
氏

松
本
芳
夫
氏

柴
山
　
英
｝
氏
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愈

　　崩
　　倉
　　信
⑧　一　醗
死　郎　退
　　氏

會勝

報

三
浦
　
周
行
氏
　
　
橋
川
　
　
正
氏
、
　
武
岡

黒
上
置
㌫
郎
民

　
右
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
す
。

　
　
㊥
寄
賂
交
換
回
書

更
訂
國
史
の
研
究
、
総
設
（
黒
板
勝
美
著
）

豊
太
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
波
　
書
店

嗣
國
史
華
、
佛
三
密
翻
鰹
響
W
　
三
省
堂

森
野
蕎
藥
閲
小
誌

史
蹟
と
し
て
の
森
野
蕾
藥
園
　
　
　
　
　
森
野
蕉
藥
園
保
存
會

人
類
序
盤
誌
四
六
の
八
附
録
四
六
の
六
、
七
、
八
、
九
㍗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
人
類
畢
會

史
蹟
々
質
…
勝
天
然
紀
㎝
金
W
物
即
　
六
の
六
，
　
七
、
八
、
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
保
存
協
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

実
學
難
誌
、
四
二
の
六
、
七
、
八
、
九
　
　
　
史
畢
會

歴
史
地
理
　
五
七
の
六
、
五
八
の
…
、
二
、
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼
本
歴
史
地
理
學
會

　
　
　
　
　
　
第
十
六
巻
第
四
號
　
七
一
四

史
苑
六
の
二
、
三
、
四
、
、
五
、
、
　
　
立
教
大
旧
史
學
會

考
古
學
難
誌
三
璽
ハ
、
七
、
八
、
九
　
考
古
畢
會

商
業
と
経
濟
　
ナ
ニ
年
三
一
冊
‘
長
崎
高
等
商
業
墨
校
研
究
館

民
俗
．
學
　
一
二
の
六
，
七
、
八
、
九

季
刊
趾
會
學
第
一
輯
公
民
科
の
問
題

眞
宗
學
報
　
八

龍
谷
史
壇
八

國
岩
頚
雑
誌
三
七
の
七
、
八
、
九

樫
濟
論
叢
三
三
の
…
、
二
、
三

史
蓮
と
美
術
　
八
、
九
，
一
〇

史
　
　
　
潮
　
鳳
の
二

半
・
　
、
學
　
一
〇
の
二

経
口
灘
阻
と
丈
墨
」
六
．
・

北
方
郷
土
　
二
の
三

南
方
土
俗
　
叫
の
こ

東
洋
御
報
　
画
九
の
二

　
　
　
民
俗
畢
會

　
　
日
本
杜
會
墨
會

　
　
眞
宗
国
門
學
校

　
龍
谷
大
旧
史
墨
會

　
　
　
國
學
院
大
學

　
　
京
大
縷
濟
藥
會

　
史
蓮
警
衛
綱
孜
會

　
　
　
大
塚
更
墨
會

　
　
　
三
田
史
墨
會

豪
北
國
三
三
文
墨
會

繭
師
郷
土
研
究
會

肇
北
大
墨
南
方
土
俗
墨
會

　
東
洋
協
會
戦
術
調
査
部
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